　　　○洋野町快適住環境応援事業実施要綱

平成29年洋野町告示第36号
（目的）
第１条　この告示は、町民が住宅の水洗化工事やリフォーム工事を実施した場合に要する経費に対し、予算の範囲内で助成することにより、町民の快適な住環境の整備を図るとともに住宅の水洗化率の向上、かつ町内の住宅関連産業の振興及び商業を中心とした地域経済の活性化を図ることを目的とする。

（定義）

第２条　この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
1 　住宅　自己が床面積の２分の１以上を所有し、かつ、自己又は自己と　　　　

生計を同一にする親族が床面積の２分の１以上を居住の用に供する家屋　であって、町内に存するものをいう。
⑵　住宅水洗化工事　住宅の水洗化に係る住宅の改修等（水洗化対応便器購入経費を含む。）の工事をいう。

　⑶　住宅リフォーム工事　住宅の修繕、改修、改造、模様替え等、住宅の機能の維持又は向上を目的として行う工事をいう。
　⑷　施工業者　町内に主たる事務所を有し、かつ、洋野町商工会員である建設会社又は工務店等で、住宅等の改修工事を行う個人又は法人の業者をいう。
ただし、住宅水洗化工事においては町が指定する排水設備工事指定店を含むものとする。
　⑸　商品券　ダイちゃんカード会及び大野スタンプ会が発行する商品券をいう。
　（助成対象住宅）

第３条　この告示による助成（以下「助成」という。）の対象となる住宅（以下「対象住宅」という。）は、建築後５年以上経過したものとする。ただし、集合住宅及び賃貸住宅は除くものとする。

　（助成対象者）
第４条　助成を受けることができる者は、次の各号のいずれにも該当するものとする。

⑴　町内に住所を有し、かつ、対象住宅に居住している当該住宅の所有者であること。
⑵　町税、水道料等町に対し納付義務を有するものについて滞納していない者であること。

⑶　助成の対象となる工事（以下「対象工事」という。）について、国、県又は町の他の制度による補助金等を受けていない者であること。
⑷　この告示による助成を受けたことがない者であること。
　（助成対象工事）

第５条　対象工事は、対象住宅における水洗化工事、リフォーム工事のいずれか若しくは併合して行う工事であって、次の各号のいずれにも該当するものとする。

⑴　対象工事に要する経費（外構工事費及び消費税相当額を除く。）が50万円以上であること。
⑵　第７条に規定する申請の日の属する年度内に完了する（年度内に完了することができないことについて、町長がやむを得ない事情があると認める場合を除く。）工事であること。
⑶　第２条第４号に掲げる施工業者が行う工事であること。
２　店舗併用住宅に係るリフォーム工事にあっては、居住専用部分又は住宅部分を対象工事とするものとする。
　（助成の金額及び交付方法）
第６条　助成の金額（以下「助成金」という。）は、対象工事に要した経費の５分の１以内に相当する額（その額に、1,000円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てた額）とし、その限度額は、次に掲げるとおりとする。

　⑴　水洗化工事　15万円

⑵　リフォーム工事　10万円
２　前項各号に掲げる工事を併合して行う工事の限度額は、いずれか高い方の額とする。

３　第１項に規定する助成金の交付は、商品券で交付するものとする。

　（助成の申請）
第７条　助成を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、対象工事の着工前に洋野町快適住環境応援事業助成金（商品券）交付申請書（様式第１号）に、次に掲げる書類を添えて町長に申請しなければならない。
　⑴　対象工事の設計書又は見積書等費用の明細が分かる書類
　⑵　対象工事の設計図面又は施工箇所の見取り図
　⑶　対象工事の施工箇所の現況写真
　⑷　対象住宅の建築年が確認できる書類
　⑸　前各号に掲げるもののほか、町長が必要と認める書類
　（助成の決定）

第８条　町長は、前条の規定による申請があったときは、当該申請書を審査のうえ可否を決定し、助成することが適当と認めたときは、洋野町快適住環境応援事業助成金（商品券）交付決定通知書（様式第２号）により、助成することが不適当と認めたときは、洋野町快適住環境応援事業非該当通知書（様式第３号）により、それぞれ当該申請者に通知するものとする。
　（対象工事の変更等）

第９条　申請者は、助成の決定を受けたあとに対象工事の内容を変更又は中止しようとするときは、洋野町快適住環境応援事業変更（中止）承認申請書（様式第４号）に、変更の場合にあっては、次に掲げる書類を添えて町長に申請しなければならない。ただし、町長が認めた軽微な変更の場合には、この限りではない。
　⑴　対象工事の変更設計書又は見積書等変更費用の明細が分かる書類

　⑵　対象工事の変更設計図面又は施工箇所の見取り図（変更がある場合）
　⑶　対象工事の施工箇所の現況写真（変更がある場合）
　⑷　その他町長が必要と認める書類
２　町長は、前項本文の規定により対象工事の内容の変更又は中止の申請があったときは、当該申請書を審査し、適当と認めたときは、洋野町快適住環境応援事業変更（中止）承認通知書（様式第５号）により、不適当と認めたときは、洋野町快適住環境応援事業変更（中止）不承認通知書（様式第６号）により、それぞれ当該申請者に通知するものとする。
　（対象工事の完了報告）

第10条　申請者は、対象工事が完了したときは、洋野町快適住環境応援事業完了報告書（様式第７号）に次に掲げる書類を添えて町長に提出しなければならない。

　⑴　対象工事の完成設計書又は請求書等費用の明細が分かる書類
　⑵　工事代金の領収書の写し

　⑶　対象工事の完成図面又は施工箇所の見取り図
　⑷　対象工事の完成後の写真
　⑸　前各号に掲げるもののほか、町長が必要と認める書類
　（助成金の交付請求）
第11条　申請者は、助成金である商品券の交付を受けようとする場合は、洋野町快適住環境応援事業助成金（商品券）交付請求書（様式第８号）を町長に提出するものとする。

　（決定の取消し）

第12条　町長は、申請者が、偽りその他不正の手段により交付の決定を受けたときは、交付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。

２　前項の規定により決定の取消しを受けた者が、既に商品券の交付を受けている場合には、町長の命ずるところにより当該商品券の一部又は全部を返還しなければならない。
　（補則）

第13条　この告示に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。

　　　附　則
　（施行期日）

１　この告示は、平成29年４月１日から施行する。

　（この告示の失効）

２　この告示は、令和６年３月31日限り、その効力を失う。
　　　（平30告示３・令３告示114・令４告示45・一部改正）
　　　改正文（令和４年３月29日告示第45号）抄
　令和４年４月１日から施行する。
様式第１号（第７条関係）
年　　月　　日

　洋野町長　　　　　　　　　様

申請者　住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　

電話番号

洋野町快適住環境応援事業助成金（商品券）交付申請書

　洋野町快適住環境応援事業助成金（商品券）の交付を受けたいので、洋野町快適住環境応援事業実施要綱第７条の規定により、関係書類を添えて、次のとおり申請します。
記

１　対象住宅の所在地

２　対象工事の内容

３　対象工事施工業者の住所、氏名及び連絡先

　　（法人にあっては、団体名及び代表者の職、氏名を記載すること）

４　工事着工予定年月日　　　　年　　月　　日

５　工事完了予定年月日　　　　年　　月　　日

６　対象工事見積金額　　　　　　　　　　　円

７　助成金（商品券）申請額　　　　　　　　円

８　添付書類

　(1) 対象工事の設計書又は見積書等費用の明細が分かる書類
　(2) 対象工事の設計図面又は施工箇所の見取り図
　(3) 対象工事の施工箇所の現況写真
　(4) 対象住宅の建築年が確認できる書類
　(5) その他町長が必要と認める書類
	町税等納付状況閲覧同意欄

	　洋野町快適住環境応援事業の申請に関し、町税等の納付状況の確認のため、町長が指定する職員が、必要に応じて課税台帳その他町が保有する公簿等の閲覧を行うこと及び公用申請により納税証明等の発行を行うことについて同意します。

氏　名　　　　　　　　　　　　




様式第２号（第８条関係）
第　　　　　号

年　　月　　日

　住　所

　氏　名　　　　　　　　　　　　様

洋野町長　　　　　　　　　　　　

洋野町快適住環境応援事業助成金（商品券）交付決定通知書

　　　　年　　月　　日付けで交付申請のあった洋野町快適住環境応援事業助成金（商品券）について、洋野町快適住環境応援事業実施要綱第８条の規定により、次のとおり交付することに決定したので、通知します。

記

助成金（商品券）交付決定額　　　　　　　　　　　円

付記

１　この処分に不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内に、洋野町長に対して書面をもって異議申立てをすることができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過すると、異議申立てをすることができなくなります。）。

２　この処分については、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、洋野町を被告として（訴訟において洋野町を代表する者は、洋野町長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過すると、処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の異議申立てをした場合には、当該異議申立てに対する決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。
様式第３号（第８条関係）

第　　　　　号

年　　月　　日

　住　所

　氏　名　　　　　　　　　　　　様

洋野町長　　　　　　　　　　　　

洋野町快適住環境応援事業非該当通知書

　　　　年　　月　　日付けで交付申請のあった洋野町快適住環境応援事業については、下記の理由により非該当となりましたので、通知します。

記

（非該当となった理由）
付記
１　この処分に不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内に、洋野町長に対して書面をもって異議申立てをすることができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過すると、異議申立てをすることができなくなります。）。
２　この処分については、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、洋野町を被告として（訴訟において洋野町を代表する者は、洋野町長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過すると、処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の異議申立てをした場合には、当該異議申立てに対する決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。
様式第４号（第９条関係）
年　　月　　日

　洋野町長　　　　　　　　　　　様

申請者　住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　

電話番号

洋野町快適住環境応援事業変更（中止）承認申請書

　　　　　年　　月　　日付け　　　　第　　号で交付決定のあった洋野町快適住環境応援事業について、次のとおり変更（中止）したいので、関係書類を添えて承認を申請します。

記

１　対象工事の変更（中止）の理由

２　対象工事の変更の内容（変更の場合）

３　変更（中止）後の工事に要する経費　　　　　　　　　　　　　　円

４　変更（中止）後の助成金(商品券)の額　　　　　　　　　　　　　円

５　添付書類（変更の場合）

　(1) 対象工事の変更設計書又は見積書等変更費用の明細が分かる書類
　(2) 対象工事の変更設計図面又は施工箇所の見取り図（変更がある場合）
　(3) 対象工事の施工箇所の現況写真（変更がある場合）
　(4) その他町長が必要と認める書類
様式第５号（第９条関係）
第　　　　　号

年　　月　　日

　住　所

　氏　名　　　　　　　　　　　　様

洋野町長　　　　　　　　　　　　

洋野町快適住環境応援事業変更（中止）承認通知書

　　　　年　　月　　日付けで承認申請のあった洋野町快適住環境応援事業の変更（中止）について、洋野町快適住環境応援事業実施要綱第９条第２項の規定により、次のとおり承認したので通知します。

記

１　変更（中止）を承認する工事の内容

２　変更（中止）後の工事に要する経費　　　　　　　　　　　　　円

３　変更（中止）後の助成金（商品券）の額　　　　　　　　　　　円
付記

１　この処分に不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内に、洋野町長に対して書面をもって異議申立てをすることができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過すると、異議申立てをすることができなくなります。）。

２　この処分については、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、洋野町を被告として（訴訟において洋野町を代表する者は、洋野町長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過すると、処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の異議申立てをした場合には、当該異議申立てに対する決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。
様式第６号（第９条関係）

第　　　　　号

年　　月　　日

　住　所

　氏　名　　　　　　　　　　　　様

洋野町長　　　　　　　　　　　　

洋野町快適住環境応援事業変更（中止）不承認通知書

　　　　年　　月　　日付けで承認申請のあった洋野町快適住環境応援事業の変更（中止）について、下記の理由により不承認としたので通知します。

記

（不承認となった理由）

付記

１　この処分に不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内に、洋野町長に対して書面をもって異議申立てをすることができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過すると、異議申立てをすることができなくなります。）。

２　この処分については、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、洋野町を被告として（訴訟において洋野町を代表する者は、洋野町長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内であっても、この処分があった日の翌日から起算して１年を経過すると、処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の異議申立てをした場合には、当該異議申立てに対する決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。
様式第７号（第10条関係）
年　　月　　日

　洋野町長　　　　　　　　　様

提出者　住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　

電話番号

洋野町快適住環境応援事業完了報告書

　　　　　年　　月　　日付け　　　　第　　号で交付決定のあった洋野町快適住環境応援事業について、次のとおり完了したので、洋野町快適住環境応援事業実施要綱第10条の規定により、関係書類を添えて、次のとおり報告します。

記

１　工事着工年月日　　　　　　　　　　　年　　月　　日
２　工事完了年月日　　　　　　　　　　　年　　月　　日
３　対象工事施工業者の住所、氏名及び連絡先

　　（法人にあっては、団体名及び代表者の職、氏名を記載すること）

４　対象工事金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
５　助成金（商品券）交付額　　　　　　　　　　　　　円
６　添付書類

　(1) 対象工事の完成設計書又は請求書等費用の明細が分かる書類
　(2) 工事代金の領収書の写し

　(3) 対象工事の完成図面又は施工箇所の見取り図
　(4) 対象工事の完成後の写真
　(5) その他町長が必要と認める書類
様式第８号（第11条関係）

年　　月　　日

　洋野町長　　　　　　　　　様

請求者　住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　

電話番号

洋野町快適住環境応援事業助成金（商品券）交付請求書

　　　　　年　　月　　日付け　　　　第　　号で交付決定のあった洋野町快適住環境応援事業について、洋野町快適住環境応援事業実施要綱第11条の規定により、次のとおり助成金（商品券）の交付を請求します。

記

助成金（商品券）交付請求額　　　　　　　　　　　円

